






〈まとめ〉 

ABO 不適合溶血疾患は児に注入された免疫抗体が児血球と反応し溶血を生じたものである。 

免疫抗体は胎盤を通過する時著しく低下して児に注がれる。 

児血球が免疫抗体に対する反応は成人血球の 1/2～1/64 と低値である。 

従って血清学的検査で ABO 不適合と判定されても,必ずしも児に溶血現象が生ずるとは限

らない｡ 


